
 平 成 ２ １ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 
 Ａ   Ｉ  
 Ｄ  Ｄ 総  合  種  

 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 試 験 科 目 基礎又は法規 技術のみ 基礎と法規 基礎（又は法規）と技術 全 科 目 

 科  目  数 １ 科 目 １ 科 目 ２ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 １ ２ 時 １ ０ 分

３  試験科目別の問題数（解答数）及び試験問題ページ  
   問 題 数 ( 解 答 数 )   

 
科    目 

第 1 問 第 2 問 第 3 問 第 4 問 第 5 問 第 6 問 第 7 問 第 8 問 第 9 問 第 10 問 

試験問題 

ページ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４   ５   ４  ４  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－ 1 ～  6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５   ５   ５   ５  ５  ５  ５  ５  ５  ５  Ｎ－ 7 ～ 18

 端末設備の接続に関する法規 ５   ５   ５  ５  ５  ― ― ― ― ― Ｎ－19 ～ 24

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。  

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてください。 

[記入例]  受験番号  ０１N９２１１２３４                生年月日  昭和５０年３月１日 

           

受　　験　　番　　号

000000000

111111111

22222222

3333333

444444

55555

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

5

6

Ｎ

4

5

6

7

8

9
             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

  
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ又はＢ）

で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び問題に対する配点 

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。 

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 
 
 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｎ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、端子ａ－ｂ間に (ア) ボルトの直流電圧を加えると、端子

ｃ－ｄ間には、１ボルトの電圧が現れる。 (５点)

① ２ ② ４ ③ ８ ④ １２ ⑤ １６

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

ただし、角周波数は５００ラジアン／秒とする。 (５点)

① ２０ ② ２４ ③ ２８ ④ ３２ ⑤ ３４

(３) 中空のコイルの中を磁束が貫いているとき、電磁誘導によってコイルに誘起される起電力の

大きさは、磁束の (ウ) に比例する。 (５点)

① 最大値 ② 変化率 ③ 漏洩量 ④ 磁路長

(４) 距離ｒだけ隔てて張られた２本の平行な電線において、同じ向きにＩ 及びＩ の直流電流１ ２

が流れているとき、この電線の間には、Ｉ とＩ の積に比例し、 (エ) が働く。 (５点)１ ２

① ｒに反比例する吸引力 ② ｒの２乗に反比例する吸引力

③ ｒに反比例する反発力 ④ ｒの２乗に反比例する反発力

１ Ω １ Ω Ω１

１ Ω２ Ω ２ Ω２ Ω

ｃ

ｄ

ａ

ｂ

図１

図

Ｒ＝２０ Ｌ＝２０

ａ ｂ

Ｃ＝２００Ω mＨ μＦ

２
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) トランジスタ増幅回路において、負荷抵抗の信号出力をコンデンサを介して次段に伝える回

路は、 (ア) 結合増幅回路といわれる。 (４点)

① 電 磁 ② トランス ③ 直 接 ④ ＲＣ ⑤ 抵 抗

Ｉ(２) 図に示すトランジスタ増幅回路において、ベース～エミッタ間に正弦波の入力交流電圧Ｖ

Ｃを０.１ボルト加えたとき、電圧利得は６０デシベルであった。このとき、コレクタ交流電流Ｉ

は、 (イ) ミリアンペアである。ただし、抵抗Ｒ は１０キロオームとする。 (４点)Ｃ

① ０.１ ② １ ③ １０ ④ １００

(３) 定電圧ダイオードは、逆方向に加えた電圧がある値を超えると急激に電流が増加する

(ウ) 現象を生じ、広い電流範囲で電圧を一定に保つ特性を有する。 (４点)

① 降 伏 ② ドリフト ③ 誘 導 ④ 漏 話

(４) 半導体素子について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ バリスタは、印加電圧が一定の電圧を超えると、その抵抗値が低下して急激に電流が増大

する非直線性の特性を持つ半導体素子であり、電話機の衝撃性雑音の吸収回路などに用いら

れる。

Ｂ アバランシホトダイオードは、光信号を電気信号に変換する光検出素子などとして用い

られ、光信号に対して電子なだれ現象による光電流が発生する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) トランジスタの静特性の一つである出力特性は、エミッタ接地方式において、ベース電流

Ｉ を一定に保ったときのコレクタ電流Ｉ と (オ) との関係を示したものである。(４点)Ｂ Ｃ

ＣＥ① ベース電圧Ｖ ② コレクタ－エミッタ間の電圧ＶＢ

ＢＥ③ エミッタ電流Ｉ ④ ベース－エミッタ間の電圧ＶＥ

Ｃ

ＲＣ

ＶＣ

ＢＢ

ＶＩ

ＩＣ

Ｖ
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図４の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と出力ｃ

の論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ

の論理式で表すことができる論理回路は、 (ア) の回路である。 (５点)

① 図１ ② 図２ ③ 図３ ④ 図４

(２) 図５の論理回路は、ＮＯＲゲートとＮＡＮＤゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂの論理式がそれぞれ(Ａ･Ｂ)及び(Ａ･Ｂ)のとき出力ｄの論理式は、

(イ) である。 (５点)

① Ａ＋Ｂ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ・Ｂ ④ Ａ・Ｂ

ａ入力

(Ａ･Ｂ)

ｂ ｃ入力 出力

(Ａ･Ｂ)

ｄ出力

図５

図２

図１

図３ 図４

出力ｃ
入力ａ
入力ｂ

入力ａ
入力ｂ 出力ｃ

出力ｃ
入力ａ

入力ｂ

入力ａ
入力 ｂ 出力ｃ
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(３) 図６～図９の論理回路において、図１０に示す入力ａ及び入力ｂに対して出力ｃが得られる

論理回路は、 (ウ) である。 (５点)

① 図６ ② 図７ ③ 図８ ④ 図９

図６

図１０

図７

図８

図９

(４) 表に示す論理関数Ｘのうち、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、論理式が、

Ｘ ＝ Ａ

になるものは、 (エ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ホ Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が４５ミリボルト、電気通信回線１から電気通

信回線２への遠端漏話減衰量が５６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、電

圧計の読みは、４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて同一値

で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① の である ② の２倍である ③ と等しい ④ の逆数である２

(３) 図２に示すように、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをＺ 、もう一方の伝送ケーブル1

のインピーダンスをＺ とすると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) で表される。２

(５点)

２ １ １ ２ １ ２ １ ２Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ① ② ③ ④
１ ２ １ ２ ２ １ １ ２Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 波 形 ④ 非直線 ⑤ 位 相

図２

伝送方向 接続点

ＺＺ 1 2

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器図１
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器には、 (ア) の変化により媒体の屈折率を変化さ

せる電気光学効果を利用する方法、音波により媒体の屈折率を変化させる音響光学効果を利用

する方法などがある。 (４点)

① 磁界の強度 ② 電界の強度 ③ 周波数 ④ 波 長

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ コイル、コンデンサなどの受動素子で構成されるフィルタは、一般に、パッシブフィルタ

といわれる。

Ｂ デジタル伝送系に用いられるフィルタは、伝送符号の演算処理を行い、所要の周波数帯域

の信号を抽出する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な (ウ) 雑音、中継

器などの特性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフィ

ルタの特性によって生ずる漏話雑音などがある。 (４点)

① 補 間 ② 量子化 ③ ジッタ ④ 準漏話 ⑤ 熱

(４) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである (エ) は、１秒ごとに平均符号誤

り率を測定し、符号誤り率が１×１０ を超える符号誤りの発生した秒の延べ時間(秒)が、稼－３

働時間に占める割合を示したものである。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ％ＳＥＳ

(５) ＴＤＭＡ方式は、複数のユーザが、伝送路を (オ) 分割して使用する方式であり、送受

信端末間でフレーム同期をとる必要がある。 (４点)

① 波 長 ② 空間的に ③ 時間的に ④ 周波数
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 第二世代コードレス電話システムの規格に準拠したデジタルコードレス留守番電話機の動作

について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 発呼のため電話機(子機)の送受器をオフフックし、接続装置(親機)と電話機間の無線回線

の設定が終了すると、接続装置は、電気通信回線の極性反転を行った後、電話機からの選択

信号を待ち受ける。

Ｂ 終話のため電話機(子機)の送受器をオンフックし、電話機から通信チャネルを介して接続

装置(親機)に対して切断を指示する旨の信号が送信されると、接続装置は、電気通信回線へ

切断信号又は終話信号を送出する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図は、デジタル式ＰＢＸの内線回路を示したものである。図中のＷは (イ) であり、

Ｚは (ウ) を表す。 (２点×２＝４点)

① リングトリップ回路 ② 符号器 ③ 通話電流供給回路

④ ２線－４線変換回路 ⑤ 復調器 ⑥ 復号器

⑦ 過電圧保護回路 ⑧ 変調器 ⑨ 加入者線試験引込み回路

(３) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べ

た次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ デジタル回線終端装置は、一般に、電気通信事業者側からの遠隔給電がなく、ユーザ宅内

の商用電源などからのローカル給電により動作する。

Ｂ ＩＳＤＮ端末側からデジタル回線終端装置への給電は行っていないが、デジタル回線終端

装置からＩＳＤＮ端末側への給電は行っている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

音
声
情
報

Ｘ
Ｖ Ｗ

連続呼出
信号

ポイント制御

監 視

直流監視
回 路

制 御 回 路

応答検出
回 路

平
衡
回
路
網

Ｙ
(上り)

(下り)

制御信号

監視信号

Ｚ

信
号
情
報
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(４) 既設端末設備の外部誘導ノイズに対する対策としては、接地されていない高導電率の金属で

電子機器を完全に覆う (オ) などが用いられる。 (２点)

① コモンモードチョークコイル ② ハイパスフィルタ ③ 静電シールド

④ アクティブシールド ⑤ 電磁シールド

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 図に示すＡＤＳＬモデム(モデム機能のみの装置)において、回線ポートなどへの接続につい

て述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (２点)

Ａ 専用型のＡＤＳＬサービス用として契約されているアクセス回線で、ＩＰ電話サービスの

提供を受けることはできないが、ＬＡＮポートにルータなどを接続することにより、アナログ

電話サービスを利用することができる。

Ｂ 専用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配線コードで、

電気通信事業者のアクセス回線に接続されたモジュラジャックに、ＡＤＳＬスプリッタを介

さずに回線ポートから直接、接続する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆにおいて標準化されたＰｏＥ機能について述べた次の二つの記述は、

(イ) 。 (２点)

Ａ ＰｏＥ機能の給電分類のクラス０は、給電側の機器(Power Sourcing Equipment)１ポート

当たり直流４４～５７ボルトの範囲で１５.４ワットの出力電力により、受電側の機器(Power

Device)に給電することができる。

Ｂ ＩＥＥＥ８０２.３ａｆの規定には、予備対(空き対)を使用して給電するオルタナティブ

(Alternative)Ａと信号対を使用して給電するオルタナティブＢの方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

電源アダプタ端子

ＩＮＩＴスイッチ

ＬＡＮポート

アース端子

回線ポート

DC IN

INIT

PC

FG

回線
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(３) ＩＰボタン電話装置のスライド発信機能などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。

(２点)

Ａ ＩＰボタン電話装置のスライド発信機能では、ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話

番号へ発信した場合、空きのアナログ外線又はＩＳＤＮ外線を自動的に捕捉して再発信する。

Ｂ ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話番号に外線発信の操作が行われた場合、ブロー

ドバンドルータユニットが、ＩＰ網からステータスコード(380 Alternative Serviceなど)を

受信し、主制御ユニットに対して切断メッセージを通知する機能を有するものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＳＩＰを使ったＩＰ電話などのリアルタイム通信では、一般に、ＵＤＰが使われる。この

ＵＤＰの機能を補完するため、ＲＴＰにはタイムスタンプのフィールドがあり、受信側では、

タイムスタンプを基に再生し、遅延が大きいパケットは (エ) するなどの処理を行う。(２点)

① 復 元 ② 破 棄 ③ 圧 縮 ④ 標本化 ⑤ 再送要求

(５) ＬＡＮを構成する機器などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (オ)

である。 (２点)

① イーサネットを構成する機器であるブリッジは、ＭＡＣアドレスを用いて中継を行う。

② ＬＡＮを構成する機器であるルータは、ＯＳＩ参照モデルにおけるレイヤ３の機能

があり、ＬＡＮ相互を接続する。

③ スイッチングハブのフレーム転送方式におけるストアアンドフォワード方式は、速

度やフレーム形式の異なったＬＡＮ相互の接続ができる。

④ スター型のＬＡＮで使用されるリピータハブは、ＯＳＩ参照モデルにおけるネット

ワーク層の機能を有し、信号の増幅、整形及び中継を行う。

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける参照構成について述べた次の二つの記述は、

(ア) 。 (２点)

Ａ Ｓ点は、ＮＴ１とＮＴ２の間に位置し、主に電気的・物理的な網機能について規定されて

いる。

Ｂ Ｒ点は、アナログ端末などの非ＩＳＤＮ端末を接続するために規定されており、ＴＡを介

して網に接続される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

( ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＢチャネルの使用について述べた次の二つ２)

の記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ Ｂチャネルでは、回線交換、パケット交換などの通信モードにより、ユーザ情報を転送す

ることができる。

Ｂ Ｂチャネルを使用するときは、複数の端末間でＢチャネルへのアクセス競合が発生しない

よう、Ｂチャネル競合制御手順に従って、アクセス権を獲得しなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１におけるフレームは、各チャネルの情報

ビットとフレーム制御用ビットなどを合わせた (ウ) ビットで構成され、２５０マイクロ秒

の周期で繰り返し送受信される。 (２点)

① １６ ② ４８ ③ ６４ ④ １９２ ⑤ ３２０

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順について述べた次の記

述のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (２点)

① ポイント・ツー・ポイントリンクを使って通信が行われる。

② モジュロ１２８の順序番号を用いた送達確認が行われる。

③ ユーザ情報は情報フレームで伝送される。

④ 情報フレームの転送において、フレームの送・受信を制御するときは、

フロー制御が行われる。

⑤ 情報転送時にフレームのＴＥＩの値は、１２７に設定されている。

(５) パケットハンドラを持つＩＳＤＮユーザ・網インタフェースにおけるパケット交換サービス

では、呼制御によってリンクの設定が完了した後、パケットによるデータ転送が開始される。

このとき、パケットによるデータ転送には、 (オ) が使用される。 (２点)

① ユーザ・ユーザ情報 ② ＩＳＵＰ ③ Ｂチャネルのみ

④ Ｄチャネルのみ ⑤ Ｂチャネル又はＤチャネル

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 次に示すＩＰｖ６アドレスの例は、省略及び簡略化された表記である。

ｅａ７４：６００：７：：ｆ５２ｄ／６０

このＩＰｖ６アドレスについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。

(２点)

① ｆ５２ｄを２進数で表すと、１１１１ ０１０１ ００１０ １１１０である。

② この例に示すアドレスは、リンクローカルユニキャストアドレスである。

③ この例に示すアドレスは、マルチキャストアドレスである。

④ この例に示すアドレスの下位部分は、インタフェースＩＤ部といわれ、

／６０は、６０ビット分がインタフェースＩＤであることを表している。

⑤ この例に示すアドレスの上位部分は、プレフィックス部といわれ、／６０は、

６０ビット分がプレフィックスＩＤであることを表している。

(２) 光アクセスネットワークの設備構成のうち、ＰＯＮ方式では、電気通信事業者の設備から配

線された１心の光ファイバを、分岐点において (イ) で分岐し、個々のユーザにドロップ

光ファイバケーブルを用いて配線している。 (２点)

① 光スイッチ ② ラマンアンプ ③ ＯＳＵ

④ ＯＬＴ ⑤ 光スプリッタ
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(３) ルータのＰＭＴＵＤ(Path MTU Discovery)などについて述べた次の記述のうち、正しいもの

は、 (ウ) である。 (２点)

① ルータは、転送するパケットが大きすぎ、また、ＤＦビットが設定されている場合、

その転送されてきたパケットをフラグメント化して転送する。

② ルータは、転送するパケットが大きすぎ、また、ＤＦビットが設定されていない場

合、フラグメント化せずに、その転送されてきたパケットを破棄して、発信元アドレ

スに対して、ＩＣＭＰメッセージを送信する。

③ ＰＭＴＵＤは、ＴＣＰ接続において、パケットの発信元からあて先までのパス上で、

最小のＭＴＵ値を検出するために使用される。

④ ＰＭＴＵＤに用いられるＩＣＭＰメッセージには、｢あて先ホストに到達｣、｢ＩＣＭＰ

メッセージがフィルタリングされている｣などの情報が含まれる。

(４) 広域イーサネットなどについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 広域イーサネットにおいてＶＰＮを実現するための主な技術にＥｏＭＰＬＳがあり、この

ＥｏＭＰＬＳは、ＭＰＬＳネットワーク上でイーサネットフレームを転送する技術である。

Ｂ ＥｏＭＰＬＳでは、ユーザネットワークのアクセス回線から転送されたイーサネットフレ

ームは、ＭＰＬＳドメインの入口にあるエッジルータでＰＡ(PreAmble)とＦＣＳが除去され、

レイヤ２転送用ヘッダとＭＰＬＳヘッダが付与される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭセルのヘッダ部にあるＣＬＰにつ

いて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (２点)

① セルヘッダの誤りを検出する。

② 端末間のフロー制御に使用する。

③ ＡＴＭセルの通信経路を選択する。

④ ユーザ情報セル、保守運用管理セル又はリソース管理セルを示す。

⑤ ＡＴＭ網が輻輳状態に陥ったときなどに、優先的に破棄するセルを表示する。
ふくそう

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) 出回線が１２回線の即時式完全線群の交換機において３０分間に１４０呼が加わった。この

とき出回線の平均使用率が７０パーセントで１呼当たりの平均回線保留時間が１２０秒である

場合、この交換機の呼損率は、 (ア) である。 (２点)

① ０.１０ ② ０.２９ ③ ０.４４ ④ ０.４５ ⑤ ０.９０

(２) ある回線群が運んだ１時間当たりの (イ) は、運ばれた呼の平均回線保留時間中におけ

る平均呼数に等しい。 (２点)

① 最大呼数 ② 待ち呼数 ③ 呼数密度 ④ 呼 数 ⑤ トラヒック量
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(３) あるコールセンタのオペレータ席への平常時における電話着信状況を調査したところ、５人

のオペレータが顧客対応したとき、１時間当たりの平均応対数が７０件であり、すべてのオペ

レータが応対中のため、顧客が応対待ちとなる確率が０.０５であった。この応対待ちとなる

確率を０.０１以下にするには、表を用いて算出すると、最低 (ウ) 人のオペレータの増

員が必要となる。 (２点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ６ ⑤ ７

待時式完全線群負荷表 単位：アーラン

M(0) M(0)
0.01 0.02 0.05 0.10 0.01 0.02 0.05 0.10

ｎ ｎ

１ 0.01 0.02 0.05 0.10 ６ 1.76 2.05 2.53 3.01
２ 0.15 0.21 0.34 0.50 ７ 2.30 2.63 3.19 3.73
３ 0.43 0.56 0.79 1.04 ８ 2.87 3.25 3.87 4.46
４ 0.81 0.99 1.32 1.65 ９ 3.46 3.88 4.57 5.22
５ 1.26 1.50 1.91 2.31 10 4.08 4.54 5.29 5.99

(凡 例) Ｍ(0)：待ち合わせ率 ｎ：出回線数

(４) ＩＰｖ６ノード(Node)が、ネットワークに正常に接続されていることを確認するためには、

ＩＣＭＰｖ６で提供される機能を利用した (エ) コマンドを用いて、ＩＰパケットが確実

に届いているかどうかの到達確認などを行う。 (２点)

① ｉｐｃｏｎｆｉｇ ② ｎｅｔｓｔａｔ ③ ｒｉｐｑｕｅｒｙ

④ ｒｔｑｕｅｒｙ ⑤ ｐｉｎｇ

(５) スイッチングハブのパケット転送方式には、一般に、図に示す 方式、 方式及び 方式のA B C

３種類があるが、 方式は、 (オ) 方式といわれる。 (２点)B

① スパニングツリー ② カットアンドスルー ③ オンザフライ

④ フラグメントフリー ⑤ ストアアンドフォワード

(全パケット受信終了後転送)

(64バイト受信終了後転送)

(DA受信終了後転送)

PA SFD DA SA T/L PAD FCSデータ

7 1 6 6 2

可変長(46～1,500)

4

バイト

14

A方式

B方式

C方式
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第６問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) コンピュータプログラムのセキュリティ上の脆弱性が公表される前、若しくは脆弱性の情報
ぜい

は公表されたがセキュリティパッチがまだ無い状態において、その脆弱性をねらって行われる

攻撃は、一般に、 (ア) 攻撃といわれる。 (２点)

① ＤｏＳ ② ブルートフォース ③ バッファオーバフロー ④ ゼロデイ

(２) ＰＰＰ接続時におけるユーザ認証について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ ＰＡＰ認証では、ユーザＩＤとパスワードによりユーザ認証を行うが、パスワードは暗号

化されずにそのまま送られる。

Ｂ ＣＨＡＰ認証は、チャレンジレスポンス方式の仕組みを利用してパスワードの暗号化を行

うことから、ＰＡＰ認証と比較してセキュリティレベルが高いとされている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＮＡＴ及びＮＡＰＴの特徴などについて述べた次の記述のうち、誤っているものは、 (ウ)

である。 (２点)

① ＮＡＴは、企業ネットワークなどの内部に閉じたネットワーク内のみで有効なプ

ライベートＩＰアドレスを使用することにより、セキュリティレベルを高めている。

② ＮＡＴは、プライベートＩＰアドレスの節約に有効であり、一般に、アプリケー

ションゲートウェイ型のファイアウォールの標準的な機能として搭載されているこ

とが多い。

③ ＮＡＴは、プライベートＩＰアドレスをグローバルＩＰアドレスに変換し、また、

逆の変換も行う。

④ ＮＡＰＴは、複数のプライベートＩＰアドレスを、一つのグローバルＩＰアドレ

スに割り当てるアドレス変換技術である。

(４) 無線ＬＡＮのセキュリティについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ ＳＳＩＤは、一般に、無線ＬＡＮアクセスポイントに一つ設定され、そのアクセスポイン

トを使用するすべてのユーザが共通のＳＳＩＤを用いる。

Ｂ 主な暗号化方式には、ＷＥＰ、ＷＰＡ－ＰＳＫ、ＷＰＡ２－ＰＳＫなどがあり、ＷＥＰ、

ＷＰＡ－ＰＳＫ及びＷＰＡ２－ＰＳＫを比較すると、一般に、ＡＥＳ暗号を使用している

ＷＰＡ２－ＰＳＫが最も盗聴に対する安全性が高い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 情報セキュリティポリシーに関して望ましいとされている運用方法などについて述べた次の

記述のうち、誤っているものは、 (オ) である。 (２点)

① 情報セキュリティポリシーの体系は、一般に、基本方針、対策基準及び実施手順

の３階層で構成されるが、上位２階層を情報セキュリティポリシーと呼ぶこともある。

② 基本方針は、情報資産のセキュリティ確保のため、組織の基本方針を表明するこ

とにより、経営層が情報セキュリティに本格的に取り組む姿勢を示し、組織がとる

べき行動を社内外に宣言するものである。

③ 基本方針については、一般に、組織の業務分掌など組織の状況にあわせて、複数

の基本方針を策定する。

④ 対策基準は、基本方針に準拠して何を実施しなければならないかを明確にした基

準であり、実際に守るべき規定を具体的に記述し、適用範囲や対象者を明確にする

ものである。

⑤ 対策基準については、見直しを定期的に行い、必要に応じて変更する。また、変

更した場合にはその変更内容の妥当性を確認する。

第７問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) アクセス系設備のメタリック平衡対ケーブルにおいては、心線導体を被覆する絶縁体材料の

(ア) 率を小さくすることにより心線間の静電容量を小さくすることができる。 (２点)

① 導 電 ② 誘 電 ③ 透 磁 ④ 抵 抗 ⑤ 弾 性

(２) アナログ式テスタにおいて、直流電流測定レンジの固有誤差が±３パーセントの場合、

０.５ミリアンペアの電流を１０ミリアンペアレンジで測定すると、指示値の許容範囲は、

０.５± (イ) ミリアンペアである。 (２点)

① ０.０１５ ② ０.０３ ③ ０.２８５ ④ ０.３ ⑤ ０.３１５

(３) 日本電線工業会規格(ＪＣＳ)のＥＭ(エコマテリアル及び耐燃性)ケーブルを用いた電子式ボ

タン電話などの配線工事について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ 配線工事において、火災時に低発煙性で有害なハロゲン系ガスや腐食性ガスが発生しない

ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンシース屋内用ボタン電話ケーブルを用いることは、防災

及び安全対策の向上を図る方法として有効である。

Ｂ ＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンシース屋内用ボタン電話ケーブルは、ＰＶＣ(ポリ塩化

ビニル)シースケーブルと比較して耐水性が低く、空気中の水分を吸収しやすい潮解性により

電気的特性に影響を及ぼすため、使用環境に留意する必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (エ) 試験では、外線中継台で着信信号を受

信中に発信者が発信呼を途中放棄し、外線からの着信信号を一定時間以上受信しなくなった場

合、中継台で表示した着信表示が消え、ブザーなどが自動的に停止することを確認する。(２点)

① 外線キャンプオン ② ラインロックアウト ③ オートレリーズ

④ プレシグナル ⑤ ＡＣＤ
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(５) デジタル式ＰＢＸの機能確認試験のうち、 (オ) 試験では、内線Ａが内線Ｂ又は外線と

通話中のとき、内線Ａがフッキングなどの操作後、内線Ｃを呼び出し、内線Ｃとの通話を確認

後、フッキングなどの操作により３者通話が正常に行われることを確認する。 (２点)

① トランクキャンプオン ② ページング ③ ダイヤルイン

④ コールトランスファ ⑤ アッドオン

第８問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・ポイント配線構成の場

合、接続用ジャック(ＭＪ)と端末装置(ＴＥ)間には、最長 (ア) メートルまでの長さの延

長接続コードの使用が可能である。 (２点)

① ３ ② ７ ③ １０ ④ ２５

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのバス配線では、一般に、ＩＳＯ８８７７に準拠

した８端子のモジュラジャックが使用されるが、端子番号の規定内容について述べた次の二つ

の記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 送信線と受信線には、１～４番の四つの端子が使用される。

Ｂ ファントムモードの給電には、３～６番の四つの端子が使用される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、工事試験などでレイヤ１停止状態におけ

る測定値について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＤＳＵで、端末装置側のＴ線とＲ線との間の給電電圧値を測定したところ、直流４０ボル

トであった。この値は規定値を満足している。

Ｂ ＤＳＵで、端末装置側の送信線(ＴＡ－ＴＢ間)の終端抵抗値を測定したところ、９５オー

ムであった。この値は規定値を満足している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムでは、幹線系光ケーブル布設におけ

る光ケーブルの垂直ラック上でのケーブル固定は、 (エ) メートル以下の間隔でケーブル

縛りひもなどで固定し、ケーブルに食い込むほどきつく縛ってはならないと規定されている。

(２点)

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の平衡ケーブル配線設計における水平配線について述べた次

の二つの記述は、 (オ) 。 (２点)

Ａ 複数利用者通信アウトレットが使用される場合には、ワークエリアコードの長さは、１５

メートルを超えないのがよい。

Ｂ チャネルの物理長は、１００メートルを超えてはならない。また、水平配線ケーブルの物

理長は、９０メートルを超えてはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｎ－16

第９問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｆに準拠したＰ Ｅでは、カテゴリ５のＬＡＮケーブルを使用して給Ｏ

電する場合、給電方法がオルタナティブ(Alternative)Ａのとき、給電に使用するＲＪ－４５

のピン番号は (ア) である。 (２点)

① １、２、３、４ ② １、２、３、６ ③ ３、４、５、６

④ ４、５、６、７ ⑤ ４、５、７、８

(２) ＪＩＳ ＴＳ Ｃ００１７ビルディング内光配線システムで規定されている、ビル内光配線シ

ステムの施工場所に、光ケーブルが搬入された際の納入及び受け入れ時の通光試験について述

べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (２点)

Ａ 光ケーブル長が短い場合の通光試験方法は、光源に太陽光、懐中電灯などの可視光線を用

い、光ケーブルの入力端から入射し、出力端で散乱する光線を目視で確認し、ケーブルに支

障がないことを確かめる。

Ｂ 光ケーブル長が長い場合の通光試験方法は、光源に可視ＬＥＤ又は可視ＬＤを用い、光ケ

ーブルの入力端から入射し、出力端で散乱する光線を目視で確認し、ケーブルに支障がない

ことを確かめる。

①Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す構内配線の設計において、クロスコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ６要素を使ったクラスＥのチャネルの場合、機器コード及びパッチ

コード／ジャンパの合計長が１５メートルのとき、幹線ケーブルの最大長Ｈの算出式は、Ｈ＝

(ウ) ｍ である。ただし、使用温度は２０ ℃ 、幹線ケーブルの挿入損失 dＢ／ｍ に対     

するコードの挿入損失 dＢ／ｍ との比をＸとする。 (２点) 

① １０５－３－１５Ｘ ② １０６－３－１５Ｘ ③ １０７－２－１５Ｘ

④ １１１－１５Ｘ ⑤ １１５－１５Ｘ

ＥＱＰＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード 機器コード

幹線ケーブル

Ｃ

パッチコード／
ジャンパ

チャネル

Ｃ

パッチコード／
　ジャンパ

Ｃ = 接続点(対接続)
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(４) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の平衡配線の性能測定では、挿入損失の測定結果が規定値以下

となる周波数範囲での３ｄＢ／４ｄＢルールは、配線長が１０メートル程度と１００メートル

程度では、 (エ) に適用される。 (２点)

① 長さにかかわらず、挿入損失が３ｄＢを上回る狭い周波数範囲

② 長さにかかわらず、挿入損失が４ｄＢを上回る広い周波数範囲

③ より長い配線長の方が、広い周波数範囲

④ より短い配線長の方が、狭い周波数範囲

⑤ より短い配線長の方が、広い周波数範囲

(５) コネクタ付きＵＴＰケーブルを現場で作製する際には、 (オ) による伝送性能に与える

影響を最小にするため、モジュラプラグで終端することによって生ずる心線の撚り戻し長はで
よ

きるだけ短くする注意が必要である。 (２点)

① 伝搬遅延 ② ワイヤマップ ③ 近端漏話

④ 直流抵抗 ⑤ エイリアンクロストーク

第１０問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選

び、その番号を記せ。 (小計１０点)

(１) ＵＴＰケーブルへのコネクタ成端時に発生するトラブルなどについて述べた次の二つの記述

は、 (ア) 。 (２点)

Ａ コネクタ成端時の結線の配列違いには、リバースペア、クロスペア、スプリットペアなど

があり、漏話特性の劣化やＰｏＥ機能が使えないなどの原因となることがある。

Ｂ 対の撚り戻しにおいては、長く撚りを戻すと、ツイストペアケーブルの基本性能である静

電誘導を打ち消しあう機能が低下し、漏話特性の劣化や容量性リアクタンスの変化による信

号の反射量が増加する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ルータの新設又は増設の工事を行った際に、ネットワークパスの状態やパフォーマンスを

調べるために用いるＷｉｎｄｏｗｓコマンドプロンプトを使ったｔｒａｃｅｒｔコマンドは、

(イ) を利用することでパスを追跡して、通過する各ルータと各ホップの往復時間(ＲＴＴ)

に関するコマンドラインレポートを出力する。 (２点)

① ＡＲＰリクエスト ② ＤＨＣＰリクエスト ③ ＳＮＭＰメッセージ

④ ＩＣＭＰメッセージ ⑤ ＲＴＰメッセージ

(３) 職場の安全活動について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (２点)

Ａ ＫＹ活動は、職場の小単位で、現場の作業、設備、環境などをみながら、若しくはイラス

トを使用して、作業の中に潜む危険要因を摘出し、それに対する対策について話し合いを行

うことにより、作業事故や人身事故などを未然に防止するための活動をいう。

Ｂ 安全施工サイクルは、作業を安全に行うために、朝礼、作業前のミーティングから始まっ

て作業終了時の確認までの節目節目に作業場所の巡視や打合せを盛り込んだ安全管理のサイ

クルをいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 図１に示すネットワーク工程表において、作業の一部で日程変更があった場合の全体の工期

について述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (２点)

Ａ 作業Ｂが３日短縮されると、全体の工期は２日短縮される。

Ｂ 作業Ｅが３日延びると、全体の工期は１日延びる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 図２に示す問題解決及び課題達成のプロセスにおいて、一般に、ＰＤＣＡサイクルを回す手

順として に入る項目は、 (オ) である。 (２点)D

① 計画の策定 ② 標準化と管理の定着

③ 現状把握 ④ 対策の検討と実施

４日

６日 ３日

１日

１ ２ ６５
２日

３
４日

図１

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｄ

作業Ｃ 作業Ｅ

作業Ｆ

４

ＰＬＡＮ
テーマ選定

目標設定

要因解析

効果の確認

ＤＯ

ＣＨＥＣＫ

ＡＣＴ

問題解決及び課題達成のプロセス

  A

  B  C

  D

図２



Ｎ－19

端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) ｢端末機器技術基準適合認定｣、｢端末設備の接続の技術基準｣及び｢端末設備の接続の検査｣に

ついて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信事業法の規定により総務大臣の登録を受けた登録認定機関は、その登録に

係る技術基準適合認定をしたときは、電気通信事業者が定めるところにより、その端

末機器に技術基準適合認定をした旨の表示を付さなければならない。

② 端末設備の接続の技術基準により確保されるものの一つとして、電気通信回線設備

を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすることがある。

③ 電気通信回線設備を設置する電気通信事業者は、端末設備に異常がある場合その他

電気通信役務の円滑な提供に支障がある場合において必要と認めるときは、利用者に

対し、その端末設備の接続が電気通信事業法に定める技術基準に適合するかどうかの

検査を受けるべきことを求めることができる。この場合において、当該利用者は、正

当な理由がある場合その他総務省令で定める場合を除き、その請求を拒んではならない。

④ 電気通信事業法に規定された、電気通信事業者の電気通信回線設備と端末設備との

接続の検査に従事する者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に提示しなけれ

ばならない。

(２) 総務大臣が電気通信事業者に対し、利用者の利益又は公共の利益を確保するために必要な限

度において、業務の方法の改善その他の措置をとるべきことを命ずることができる場合につい

て述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 事故により電気通信役務の提供に支障が生じると思われる場合に電気通信事業者が電気通

信業務を停止しないとき。

Ｂ 電気通信事業者が重要通信に関する事項について適切に配慮していないとき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受

けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他総務省令で定める

場合を除き、その請求を拒むことができない。その他総務省令で定める場合とは、利用者から、

端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び (ウ) その他

利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合である。 (４点)

① 網制御装置 ② ファクシミリ ③ 公衆電話機 ④ 通信管理装置

(４) ｢工事担任者資格者証｣について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 総務大臣は、工事担任者資格者証の交付を受けようとする者の養成課程で、総務大臣が総

務省令で定める基準に適合するものであることの認定をしたものを修了した者に対し、工事

担任者資格者証を交付する。

Ｂ 総務大臣は、電気通信事業法の規定により工事担任者資格者証の返納を命ぜられ、その日

から２年を経過しない者に対し、工事担任者資格者証の交付を行わない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信として総務省令で定めるものに、気

象機関相互間において行われる気象、水象、地象若しくは地動の観測の (オ) に関する事

項であって、緊急に通報することを要する事項を内容とする通信がある。 (４点)

① 報 道 ② 報告又は警報 ③ 予防若しくは復旧 ④ 結果及び予報

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣(これに基づく告示を含む。)又は｢有線電気通信

法｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) で

ある。 (４点)

① ＡＩ第一種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督す

ることができる。

② ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

(端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以

下のものに限る。)を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用

設備に端末設備等を接続するための工事にあっては、総合デジタル通信回線の数が毎

秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

③ ＤＤ第一種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事

並びにＡＩ第三種の工事を行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル

通信用設備に端末設備等を接続するための工事を除く。

④ ＡＩ・ＤＤ総合種工事担任者は、アナログ伝送路設備又はデジタル伝送路設備に端

末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができる。

(２) 次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 専用設備に端末設備又は自営電気通信設備を接続する工事は、工事担任者を要する。

② 船舶又は航空機に設置する端末設備(総務大臣が別に告示するものに限る。)を接続

する工事は、工事担任者を要しない。

③ 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術

の向上を図るように努めなければならない。

④ ＡＩ第三種工事担任者が総合デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事

を行うことができる範囲は、総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１の

ものに限られている。

(３) 端末機器の技術基準適合認定に関する次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨の表示が付されるが、電話用設備に接続

される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ａである。

Ｂ 画像蓄積処理装置は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

ようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の (エ) 及び設備の概要を記載した書類

を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前までに、その旨を総務大臣に届け出なければなら

ない。 (４点)

① 設置の方法 ② 技術的条件 ③ 設置の場所 ④ 接続の相手方

(５) 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、線路その他の電気的設備を

いい、その他の電気的設備には (オ) を含む。 (４点)

① 電波を利用して、音声その他の音響を送り、又は受けるための通信設備

② 電波を利用して、符合を送り、又は受けるための通信設備

③ 無線電信、無線電話その他電波を送り、又は受けるための電気的設備

④ 無線通信用の有線連絡線

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点に

おいて４線式の接続形式で接続されるものをいう。

② 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したもの

をいう。

③ 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末の間に設定され、電気通信回線

からの呼出しに使用する通信路をいう。

④ 呼設定用メッセージとは、呼設定メッセージ又は応答メッセージをいう。

(２) 通話機能を有する端末設備は、通話中に (イ) が発生することを防止する機能を備えな

ければならない。 (４点)

① 遠端漏話 ② 停電による通信の切断

③ 受話器から過大な音響衝撃 ④ 事業用電気通信設備に異常輻輳
ふくそう

(３) ｢責任の分界｣について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 分界点における接続の方式は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のいず

れかの条件に適合するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 安全性等について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① 端末設備は、事業用電気通信設備との間で鳴音(電気的又は音響的結合により生ず

る発振状態をいう。)を発生することを防止するために総務大臣が別に告示する条件

を満たすものでなければならない。

② 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるよう
きょう

に接地しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合に

あっては、この限りでない。

③ 端末設備の機器は、その電源回路と事業用電気通信設備との間において、使用電圧

が３００ボルト以下の場合にあっては、０.２メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなけ

ればならない。

④ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能

を有してはならない。

(５) 配線設備等の評価雑音電力について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 評価雑音電力は、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定められる実効

的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。

Ｂ 評価雑音電力は、絶対レベルで表した値で最大値においてマイナス６４デシベル以下であ

り、かつ、最小値においてマイナス５８デシベル以下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末の｢基本的機能｣及び｢発信の機能｣について述べた次の二つの文章は、

(ア) 。 (４点)

Ａ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うとき閉じ、通信が終了したとき開く

ものでなければならない。

Ｂ アナログ電話端末は、自動的に選択信号を送出する場合にあっては、直流回路を閉じてか

ら２秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、他の端末

機器からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場合にあっ

ては、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の｢直流回路の電気的条件等｣について述べた次の文章のうち、誤っている

ものは、 (イ) である。 (４点)

① 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、２０ミ

リアンペア以上１２０ミリアンペア以下の電流で測定した値で５０オーム以上３００

オーム以下でなければならない。ただし、直流回路の直流抵抗値と電気通信事業者

の交換設備からアナログ電話端末までの線路の直流抵抗値の和が５０オーム以上

１,７００オーム以下の場合にあっては、この限りでない。

② 直流回路を閉じているときのアナログ電話端末のダイヤルパルスによる選択信号送

出時における直流回路の静電容量は、３マイクロファラド以下でなければならない。

③ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、

直流２００ボルト以上の一の電圧で測定した値で４メガオーム以上でなければならない。

④ 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の直流抵抗値は、１メガ

オーム以上でなければならない。
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(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 周期とは、信号送出時間とミニマムポーズの和をいう。

② 数字又は数字以外を表す押しボタンダイヤル信号は１２種類規定されている。

③ 信号送出時間は、５０ミリ秒以上でなければならない。

④ ミニマムポーズは、３０ミリ秒以上でなければならない。

(４) 移動電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあって

は、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後 (エ) 以内にチャネ

ルを切断する信号を送出し、送信を停止する機能を備えなければならない。 (４点)

① ２０秒 ② ３０秒 ③ １分 ④ ２分 ⑤ ３分

(５) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣及び｢漏話減衰量｣について述べた次の二つの文章

は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 専用通信回線設備等端末(光伝送路インタフェースのデジタル端末を除く。)は、電気通信

回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。ただし、総務大臣が別に告示す

る条件において直流重畳が認められる場合にあっては、この限りでない。

Ｂ 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰量は、

１,５００ヘルツにおいて６０デシベル以上でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。(４点)

Ａ 絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている電線をいう。

Ｂ ケーブルとは、光ファイバ並びに光ファイバ以外の絶縁物及び保護物で被覆されている電

線をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 架空電線の支持物は、その架空電線が他人の設置した架空電線又は架空強電流電線と交差

し、又は接近するときは、他人の設置した架空電線又は架空強電流電線を挟み、又はこれらの

(イ) ことがないように設置しなければならない。ただし、その他人の承諾を得たとき、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えないように必要な設備をしたときは、こ

の限りでない。 (４点)

① 上に位置する ② 下に位置する ③ 荷重となる ④ 間を通る
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(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する｢屋内電線と屋内強電流電線との交差又は接近｣につ

いて述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 屋内電線が高圧の屋内強電流電線と交差する場合には、屋内電線と屋内強電流電線との離

隔距離が３０センチメートル以上となるように設置しなければならない。

Ｂ 高圧の屋内強電流電線が強電流ケーブルであって、屋内強電流電線を絶縁性のある管に収

めて設置するとき、屋内電線と高圧の屋内強電流電線との離隔距離は１５センチメートル未

満としてもよい。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律の規定では、アクセス制御機能を有する特定電子計

算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制御機能に係る他人の識別符号を入力して当該特定

電子計算機を作動させ、当該アクセス制御機能により (エ) されている特定利用をし得る

状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該アク

セス管理者又は当該識別符号に係る利用権者の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセ

ス行為に該当する行為である。 (４点)

① 認 証 ② 制 限 ③ 保 護 ④ 管 理

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において規定する、電子署名とは、電磁的記録(電子的

方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することができない方式で作られる記録であ

って、電子計算機による情報処理の用に供されるものをいう。)に記録することができる情報

について行われる措置であって、次の(ⅰ)及び(ⅱ)の要件のいずれにも該当するものをいう。

(ⅰ) 当該情報が当該措置を行った者の (オ) に係るものであることを示すためのものであ

ること。

(ⅱ) 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

(４点)

① 作 成 ② 識 別 ③ 訂 正 ④ 要 求



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビット 

      〔Bit〕です。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 

(9) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤りだけで誤り文 

とするような出題はしておりません。 

 

新図記号 旧図記号


